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自
然
の
猛
威

代
表
取
締
役
社
長　

大
井
建
史

　

大
変
な
雪
害
で
す
。
前
号
で
は
穏
や

か
な
天
気
の
お
正
月
で
と
お
伝
え
し
ま

し
た
が
、
何
と
一
月
六
日
以
来
一
ヶ
月

以
上
も
一
日
も
休
む
事
無
く
雪
が
降
り

続
け
、
遂
に
矢
島
も
１
８
０
cm
を
越
え

る
観
測
史
上
最
深
の
積
雪
を
記
録
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
自
然
の
猛
威
の
恐
ろ

し
さ
を
痛
切
に
体
験
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

曲
が
る
は
ず
の
無
い
鉄
製
折
板
の
軒
先

が
折
れ
、
そ
れ
で
も
落
ち
な
い
屋
根
の

氷
の
粘
り
に
呆
然
と
し
、
氷
柱
が
巻
い

て
壁
に
突
き
刺
さ
り
外
壁
が
割
れ
、
雪

の
重
み
で
槽
場
の
鉄
の
梁
が
バ
キ
ッ
と

い
う
音
と
共
に
折
れ
曲
が
り
壁
も
歪
み

ま
し
た
。
蔵
の
雪
下
ろ
し
に
人
手
を
要

し
、
中
々
築
百
八
十
年
の
自
宅
の
座
敷

ま
で
手
が
回
ら
ず
、
屋
根
の
雪
の
重
み

で
家
中
の
戸
が

ほ
と
ん
ど
動
か

な
く
な
り
、
私

も
何
年
ぶ
り
か

で
雪
下
ろ
し
を

し
た
ら
翌
日
か

ら
腰
の
湿
布
。

ま
さ
に
被
害
甚
大
で
す
。

　

天
寿
で
は
そ
の
猛
威
の
中
で
、
夏
の

高
温
障
害
で
非
常
に
難
し
い
品
質
に
な

っ
た
酒
米
を
ど
う
使
い
こ
な
す
か
勝
負

を
か
け
な
が
ら
も
、
雪
と
戦
い
続
け
何

と
か
生
き
残
っ
た
感
じ
の
す
る
昨
今
で

す
。
最
初
の
仕
込
を
終
え
て
早
々
杜
氏

曰
く
「
見
か
け
は
た
い
し
た
違
い
が
無

く
と
も
、
酒
に
な
る
部
分
が
非
常
に
少

な
い
感
じ
。
分
析
上
良
さ
そ
う
に
見
え

て
も
す
ぐ
へ
た
る
感
じ
。
」
で
は
ど
う
す

る
？
日
々
戦
い
の
連
続
で
す
。

　

今
造
り
で
は
名
門
酒
会
の
「
立
春
朝

し
ぼ
り
」(

二
月
四
日)

に
初
め
て
参

加
し
、
し
ぼ
る
日
を
指
定
さ
れ
る
難
し

さ
に
杜
氏
も
悩
み
な
が
ら
も
、
全
国
放

送
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
Ｆ
Ｎ
Ｎ
ス
ピ
ー
ク

の
取
材
も
受
け
、
気
合
の
入
っ
た
会
に

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
週
の
二
月
十
二
日
に
は
恒

例
の
「
天
寿
酒
蔵
開
放
」
を
実
施
し
、

今
年
も
１
７
０
０
名
を
越
え
る
お
客
様

を
お
迎
え
し
、
大
盛
況
に
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ご
来
場
頂
き
ま
し
た

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
何
よ
り
当
日
ご
協
力
頂
い

た
34
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の

ご
活
躍
の
お
陰
で
、
我
々
社
員
は

心
置
き
な
く
沢
山
の
お
客
様
を
お

迎
え
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
を
続
け
ら
れ
ま
す
の

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
お
陰

で
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

　　　　　　　　

 
 

　

こ
の
翌
週
二
月
十
六
日
に
は
名
門
酒

会
の
酒
蔵
見
学
会
並
び
に
技
術
交
流
会

が
あ
り
、
全
国
の
加
盟
小
売
店
様
と
そ

れ
を
超
え
る
全
国
の
酒
蔵
の
オ
ー
ナ
ー

と
杜
氏
が
来
社
さ
れ
、
そ
れ
だ
け
の
方
々

が
天
寿
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
お
越
し
下
さ
っ

た
事
を
誇
ら
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
岡
永
社
長
の
飯
田
永
介
氏
の

「
天
寿
の
昨
今
の
人
気
の
高
い
品
質
が
、

長
い
品
質
向
上
の
努
力
の
上
に
出
来
て

い
る
事
を
納
得
で
き
た
」
と
の
言
葉
を

頂
戴
し
大
変
あ
り
が
た
く
思
い
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
事
を
逆

に
強
く
感
じ
た
瞬
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

店 開封当日に
雪室解禁パーティー(秋田県内 )

  ご意見、ご感想をおきかせください。
日本酒についてもっと知りたい方、天寿についての情報を
知りたい方、ご連絡をお待ちしております。
●Ｅメールアドレス・・・info@tenju.co.jp
●ＨＰアドレス・・・・・http://www.tenju.co.jp
●フリーダイヤル・・・・0120-50-3165
●ＦＡＸ ・・・・・・・・0184-55-3167

★蔵見学希望の方は、準備等の都合がございますので事前に    

　ご連絡下さい。

★蔵元通信（２カ月に１度奇数月に発行予定）希望の方はご

　連絡下さい。　※無料

★メールマガジン（天寿情報）希望の方は、Ｅメールでご連絡

　下さい。

天寿　雪室氷点熟成純米生酒雪室氷点熟成純米生酒は、 ２月の｢酒蔵開放｣で

しぼりたて純米生酒の入ったタンクをまるごと雪の中に

封印し±０℃の氷点で熟成させたお酒です。 そのお酒

を４/２９に雪室から開封いたします。 純米生酒のとろり

とした口当たりを楽しんで頂くための各種イベントをご紹

介します。

＝日時＝

精米所付近

４月２９日（金）
午前10:00 ～ 12:00

雪室氷点熟成純米生酒

￥1,365

蔵 直接天寿の酒蔵に
雪室生酒を酌みに行こう

(税込 )720ml

必要な本数を、 お客様ご自身でビン

に手詰めすることが出来ます。

《空ビンは天寿で準備致します。》

◎ご希望の会場または天寿酒造へお申込みください。

18:00 ～ 20:00
《4/29 同日開催》

●会場　下記参照　　

●時間

●会費　前売チケット制

住　所店　名 電話番号 会費 定員

由利本荘市鳥海町猿倉字湯ノ沢 52ホテル　まさか

たつみ寛洋ホテル

寿司竹

秋田市千秋久保田町 2-58

にかほ市象潟町字後田 116-5

由利本荘市表尾崎町 6-10

0184-58-2188

0184-22-0753

018-863-6732

0184-32-5555 4,000 円

4,200 円

4,000 円

4,000 円

30 名

80 名

40 名

60 名

催 列車《おばこ号》に乗って
宴会列車 (テーブル付 ) 雪室解禁パーティー

由利高原鉄道 《おばこ号》 を解禁パーティー列車として運
行いたします。 列車に揺られながらの旅情あふれる酒宴を
お楽しみください。

●申込み /

40 名●定員 ●参加費 3,600 円
●運行日時 4/29( 金 ) 羽後本荘駅発 17 ： 45 往復

雪
の
重
さ
で
折
れ
た
鉄
の
槽
場
の
梁
（
写
真
上
）
と
雪
の
重
み
で
折

れ
た
鉄
製
折
板
の
軒
先
（
写
真
下
）
の
様
子

ボランティアスタッフの皆さんと！



天寿の歴史
補 遺 -８

 　

２
月
16
日
に
行
な
わ
れ
た
こ
の
コ
ン
テ

ス
ト
は
、｢

国｣

「
年
齢
」｢

食
の
ジ
ャ
ン
ル｣

に
捕
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
日
本
酒
の
飲
み

方
が
広
が
る
事
を
目
指
し
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
試
み
な
が
ら
１
８
８
社
の
蔵

元
か
ら
、
３
３
８
点
も
の
エ
ン
ト
リ
ー
が

あ
り
、
天
寿
で
は
２
銘
柄
を
出
品
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
食
中
酒
部
門
ク
ラ
ス
１(

７

２
０
ml
１
３
０
０
円
以
下
）
に
て
、｢

天
寿

米
か
ら
育
て
た
純
米
酒｣

が
、
栄
え
あ
る

最
高
金
賞
を
受
賞
!!
さ
ら
に
、
食
中
酒
部

門
ク
ラ
ス
２

(

７
２
０
ml
１
３
０
１
円
以

上
）
に
お
い
て
も
、
純
米
吟
醸｢

鳥
海
山｣

が
、
金
賞
を
受
賞
す
る
と
い
う
大
変
嬉
し

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
皆

様
も
、
日
本
酒
を
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
で
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

★
尚
、
「
天
寿 

米
か
ら
育
て
た
純
米
酒
」
は
、
日
本

名
門
酒
会
の
加
盟
店
で
ご
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
矢
島
・
本
荘
・
岩
城
の

藩
主
や
旧
家
の
お
雛
様
な
ど
が
沢
山
展

示
さ
れ
ま
す
。

　

天
寿
酒
造
で
は
、
築
１
８
０
余
年
の

本
宅
に
飾
ら
れ
た
明
治
初
期
の
古
今
雛

を
展
示
い
た
し
ま
す
。
又
、
電
話
の
予

約
で
酒
蔵
見
学
も
で
き
ま
す
の
で
、
是

非
事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
由
利
本
荘
ひ
な
街
道
を
記
念
し

て
、
特
別
限
定
酒
を
販
売
い
た
し
ま
す
。

見
学
の
お
土
産
に
是
非
ど
う
ぞ
！

　　

毎
年
恒
例
！
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ラ
ル
大

潟
で
開
催
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
。
秋
田

県
内
の
蔵
元
35
蔵
、
約
１
５
０
種
も
の
純

米
や
純
米
吟
醸
・
大
吟
醸
等
が
出
品
さ
れ
、

お
酒
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
内
容
も
盛
り

沢
山
で
す
。

◎
日
時
／
３
月
19
日(

土)

18
時
00
分
〜

◎
会
費
／
一
万
円(

チ
ケ
ッ
ト
制)

詳
し
く
は
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ラ
ル
大
潟

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
u
n
r
u
r
a
l
-
o
g
a
t
a
.
c
o
m
/

　

東
急
東
横
店
地
下
一
階
和
洋
酒
売
り

場
に
て
試
飲
即
売
会
を
行
な
い
ま
す
。

◎
４
／
７
日
〜
13
日

　

東
急
百
貨
店
【
東
横
店
】　

　　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
に
地

元
の
道
の
駅
各
店
と
秋
田
市
ア
ト
リ
オ

ン
ビ
ル
内
県
産
品
プ
ラ
ザ
で
試
飲
即
売

会
を
致
し
ま
す
。
４
月
29
日
に
雪
室
タ

ン
ク
か
ら
瓶
詰
め
し
た
ば
か
り
の｢

雪
室

氷
点
熟
成
純
米
生
酒｣

な
ど
を
準
備
し
て

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

◎
５
／
３
日
・
４
日

　

道
の
駅
【
に
し
め
】(

由
利
本
荘
市)

◎
５
／
３
日
・
４
日
・
５
日

　

ア
ト
リ
オ
ン
【
県
産
品
プ
ラ
ザ
】

　
　
　
　
　

   (

秋
田
市)

◎
５
／
４
日
・
５
日

　

道
の
駅
【
ね
む
の
丘
】(

に
か
ほ
市)

◆
◆
由
利
本
荘
ひ
な
街
道

３
月
３
日
〜
21
日
◆
◆

ひな街道本醸造酒

補
遺―

８　

　

創
業
時
の
醸
造　

六
代
目　

大
井
永
吉

　

明
治
八
年
の
届
け
出
書
類
に
現
在
の

製
造
事
績
、
酒
税
納
付
届
、
製
造
計
画

に
あ
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
ろ
そ
ろ

新
政
府
の
基
盤
整
備
も
出
来
上
が
っ
た

こ
と
が
窺
え
る
。

甲
戌
清
酒
醸
造
調
べ

甲
戌
清
酒
醸
造
調
べ

元
石　
　
　

三
十
石

　
　
　

内
三
石　
　
　
　
　

搗
減

　
　
　

醸
造
石　
　
　
　
　

弐
拾
七
石

　
　
　
　
　
　
　

内

　
　
　

壱
斗
弐
升　
　
　
　

 

醔
麹

　
　
　

拾
七
石
八
升　
　
　

掛
米

　
　
　

八
石
壱
斗
弐
升　

 

糀
米

諸
味
三
十
五
石
三
斗
弐
升　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
掛
米
壱
石
ニ
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
壱
石
壱
斗
入

此
生
酒
弐
拾
六
石
六
斗
六
合　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
諸
味
壱
石
ニ
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
斗
壱
升
五
合
タ
リ

　
　
　
　
　
　
　

内

　
　
　

六
石
五
斗
二
升　
　

売
捌
高

　
　
　

残
弐
拾
石
八
斗
六
合　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
時
有
高

千
印

　

    

八
石
弐
斗
壱
升
五
合　

   

正
ミ

右
者
、
乙
亥
清
酒
造
石
今
般
御
調
査
ニ

付
罷
出
拝
見
仕
候
処
、
前
書
之
通
相

違
無
御
座
候
、
但
、
御
改
方
之
儀
ニ
付

御
非
文
之
儀
無
御
座
候
、
以
上

　
　

   

秋
田
県
平
民

　
　
　

    

第
四
大
区
三
小
区

　
　
　
　

     

羽
後
国
由
利
郡
城
内
村

　
　
　
　
　
　

       

弐
百
五
番
屋
敷
居
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

           

大
井
永
吉
㊞

　
　

明
治
八
年
五
月
十
二
日

　
　
　

     

秋
田
県
権
令　
　

国
司
仙
吉
殿

　

免
許
を
得
て
最
初
の
酒
造
り
の
実
績

報
告
で
あ
る
。
こ
れ
を
現
在
の
数
字
に

換
え
考
察
を
加
え
て
み
る
。
（
左
表
）

精
白
度(

精
米
歩
合)

に
つ
い
て
は
、

明
治
以
前
の
記
録
に
は
一
割
以
上
減
の

米
を
上
々
白
と
称
し
て
い
る
が
、
明
治

七
・
八
年
こ
ろ
の
一
割
減
は
下
白
の
よ

う
で
あ
る
。
精
米
が
人
力
や
水
車
に

よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
時
代
は
長
く
、
明

治
三
十
年
あ
た
り
に
は
、
ボ
イ
ラ
ー
の

利
用
者
も
見
え
て
き
て
い
る
が
、
秋
田

県
で
は
も
っ
と
後
年
に
な
る(

秋
田
県

酒
造
史
・
技
術
編)

。
精
白
度
、
麹
歩
合
、

汲
水
歩
合
等
か
ら
推
し
て
濃
く
甘
く
、

酸
の
多
い
今
の
料
理
酒
の
よ
う
な
酒
で

は
な
か
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。

◆
◆
◆
試
飲
即
売
会
◆
◆
◆

ひな街道本醸造酒

720ml　1,000 円 ( 税込 )

ひな街道純米吟醸酒

300ml　500 円 ( 税込 )

☆
ひ
な
街
道
純
米
吟
醸
酒

☆
ひ
な
街
道
本
醸
造
酒

◆
◆
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

試
飲
即
売
予
定
◆
◆

◆
◆
第
10
回
新
酒
き
き
酒
早
春
の
宴
◆
◆

項目
元石

搗減

醸造石

麹

掛米

糀米

諸味

売上高

千印

生酒

当時有高

原料玄米
項目解釈

精米減

白米

掛米

麹米

醪

（汲水）

製成酒

在庫酒

考察

90％精米

麹歩合 32％

熟成歩合 73.5％

汲水歩合 110％
垂れ歩合 81.5％の記述
実際は 75.5％程度か？

上酒と思われる
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　純米吟醸 「鳥海山」

720ml　1,575 円 ( 税込 )

1800ml　3,150 円 ( 税込 )
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　天寿 米から育てた純米酒

720ml　1,365 円 ( 税込 )

1800ml　2,678 円 ( 税込 )
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